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はじめに
1．娘たちに毎日愛してるという。
2．娘たちの気に入る新しいママを探す。
3．娘たちが18歳になるまで誕生日のメッセージを贈る。
4．家族でビーチへ行く。
5．好きなだけお酒とタバコを楽しむ。
6．思ってることを話す。
7．夫以外の人と付きあってみる。
8．男性を夢中にさせる。
9．刑務所のパパに会う。
10．爪とヘアスタイルを変える。
　これは映画『死ぬまでにしたい10のこと』（My Life without Me，2002）で
主人公が死を宣告されたときに残された期間内にやりたいことを書き出した
10項目である。この項目の中で観客が違和感を覚えるものがあるとしたら、
それは「夫以外の男とつきあい ､ かれを夢中にさせる」という項目（7，8）
ではなかろうか。余命2～3ヵ月というときに、夫以外の男との交わりをなぜ
望むのか、こどもと夫そして自分、家族だけの幸せな時を精一杯過ごせばそ
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れで充分ではないか、この期に及んで他の男との恋など考えるべきではない
のではないか。そんな感想を持ってこの映画を見た観客もいたことだろう。2
確かにこの期に及んで ､ 不倫まがいの行為は考えるべきではないかもしれな
い。しかし、主人公はそれを望んだ。それはなぜか？　その答えは、本論の
テーマの〈エロス〉＝〈タナトス〉に関係する。死を前にして主人公が望ん
だのは単なる〈愛〉ではなく〈情熱愛〉なのだ。この情熱愛は、通常の次元
においては得られない種類の〈愛〉、すなわち、禁じられた〈愛〉であり、そ
れは、当然のことながら、家庭にある夫との間では達成することはできない
ものなのだ。それが「夫以外の男と恋をすること」を1項目として入れた理由
である。このように考えるとき、『死ぬまでにしたい10のこと』という現代の
映画もすぐれて『トリスタンとイゾルデ』的なテーマを内包する物語だとい
うことがわかる。
　本論においては、情熱愛の原点ともいえるヨーロッパ中世の作品『トリス
タンとイゾルデ』の伝統の流れの中で、シェイクスピアの『ロミオとジュリ
エット』、『オセロー』、それに『アントニーとクレオパトラ』について考えて
みたい。まずは、『トリスタンとイゾルデ』についてその情熱愛の基本を探
る。
『トリスタンとイゾルデ』の情熱愛
　心の問題としての「恋愛」は、水野によれば、12世紀にフランスで発明さ
れた感受性であるという。それ以前に「恋愛」あるいは「愛」と呼ばれてい
たものは、「男性が女性にいだく欲望でしかなく、愛を得るとは女性を肉体
的に手に入れるという意味」であったという。12世紀 ､ 突然変革が起こり ､
「女性が男性よりも上位に置かれ、崇拝の対象」となり、「恋愛は肉体を超え
た心の問題」となったという。（ⅰ）
　『トリスタンとイゾルデ』の情熱愛は、当然のことながら、その心の問題と
しての「恋愛」に深く関わる。ここでは、水野によりながら、『トリスタンと
イゾルデ』の物語を整理する。
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　この新しい恋愛観は南フランスのトゥルバドゥールという詩人が大きな役
割を果たし、彼らのうたう詩の内容は「精美の愛」と呼ばれ、その特徴を以
下の6項目にまとめ上げることができるという。 （16－17）
（1）人妻に対する愛（夫婦間では成立しない）。
（2）騎士から上層の貴婦人に捧げられる愛。
（3）宿命的な恋ではなく ､ 意志と理性による女性への思慕。
（4）姦通恋愛ゆえに女性の名前は秘す。
（5）恋愛は容易に充足されてはならず ､ 不在と障害によって強化される。
（6）愛するものは、一定の戒律、手順に従う。
これらを基本としながら、さらに、恋愛の規則なるものが作り上げられ､英文
学に一番関係する『アーサー王物語』では、31か条にまとめられたという。 
（42－44）これらは後に議論する作品と深く関係するので、ここでは言及せず
にそれぞれの作品の議論の場で適宜言及することにする。
　さて、さらに水野によれば ､『トリスタンとイゾルデ』には「流布本系」
と「宮廷風恋愛物語系」の2つの物語があるという。「流布本系」は旅芸人に
よって語られ、この系統の代表作はノルマンディー出身のべルールによって
まとめられたもの。「宮廷風恋愛物語系」は貴族のような上流階級を相手にし
たもので ､ 代表はトマというアングロ・ノルマンの詩人であるという。水野
はべルールの流布本系の恋愛観の特徴を「死に至る病としての情熱恋愛」と
称し、一方、トマの宮廷風恋愛物語系の恋愛観の特徴を「女性への忠誠とし
ての理性的恋愛」と称している。（184－218）要するに、前者は激しくあらあ
らしい情熱愛であり、後者は理性的な穏やかな情熱愛であると、要約するこ
とができよう。
　本論で扱う作品は、すべて「悲劇」的な情熱愛を扱ったものなので、これ
らが基本的に前者の系統に属するものであることはいうまでもない。
　以上で ､『トリスタンとイゾルデ』の情熱愛についてのまとめはおわり ､
これを基本としながらシェイクスピアの各作品について考えてみたい。
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『ロミオとジュリエット』
　ヨーロッパの都市は〈広場〉を中核として形成されてきた。この〈広場〉
はお祭り広場であり ､ 市の公式行事の広場であり ､ 処刑場であり ､ 革命広場
であり ､ 青物市場であり ､ そして市民の憩いの広場であった。この〈広場〉
を中核として都市が造られているということは、その市民の精神構造も〈広
場〉特有の精神構造となっており ､ たとえば、日本の〈道〉の沿道に作られ
た都市で暮らす人々とは根本的に違う精神構造を持つものであった。それは
人間関係をどのように規定するかに関わる。日本の飛鳥時代、聖徳太子は十
七条の憲法を制定し ､ その第1条で「和」を説いた。一方、中世以来ヨーロッ
パ精神の基本となってきた聖書では、神と悪魔 ､ 善と悪 ､ 徳と罪などと、す
べてを二律背反の相のもとでとらえ ､ 悪魔と戦え ､ 悪と戦え ､ 罪と戦え、と
いうように ､ つねに「戦う」ことを日常の精神的姿勢とするように説いてい
る。「この地上に生きる人間は兵役にあるようなもの」とは善と悪の闘争を描
くイギリス中世道徳劇『人間』に「ヨブ記」（第7章第1節）から引用された作
品のテーマである。
　このように、トポスとしての〈道〉とそれに支えられた〈和〉をその精神
構造の基本とする日本に対して ､ ヨーロッパの場合はトポスとしての〈広場〉
とそれに支えられた〈戦い〉をその精神構造の基本とする。
　さて、『ロミオとジュリエット』の第1幕第1場はヴェローナの「広場」（“A 
public place”）3 に設定されている。場が〈広場〉に設定されていることから、
モンタギュー家とキャピュレット家の〈争い〉が繰り広げられる客観的相関
物が整っているということになる。両家の〈争い〉は両家の最下層の家来か
ら始まり ､ 最後は当主へと順を追って繰り広げられていく。
　ロミオが登場するのは両家の〈争い〉が一段落した後である。彼はロザライ
ンという女性に恋をしている。シェイクスピアはジュリエットとの恋を出す
前に、水野の言う「理性的恋愛」を提示し、対照的なジュリエットへの「情
熱恋愛」のいわば助走を提示しているのである。4 もっとも、この「理性的恋
愛」はロミオの側の理性としてではなく ､ ロザラインの側の理性として提示
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されている。
あの人にはキューピッドの矢でも落ちない
処女神ダイアナの落ちついた分別 （“Diana’s wit”5）がある、
……   （第1幕第1場）
　ジュリエットへの愛はロザラインへの愛の完全否定という形で提示され
る。ロミオがジュリエットに出会うのはキャピュレット家のパーティーの場
においてである。ジュリエットを一目見たロミオはロザラインへの恋を否定
し ､ 次のように言う。
この心が恋をしたことがあるか。ないと誓え、目よ、
今夜このときまでまことの美を見ていなかったのだから。（第1幕第5場）
　ロミオはロザラインへの愛を捨て、宿敵キャピュレット家の一人娘ジュリ
エットとの「死に至る病としての情熱恋愛」にむかう。いっぽう、ジュリエッ
トのほうもロミオの愛を即座に受け入れ ､ 二人は愛と死（エロス＝タナトス）
に向かって突進する。
ロミオ　いのち知らずの水先案内よ、波に疲れたこの船を
　いまこそ岩に乗りあげてこなごなにうちくだけ。
　おまえのために、愛する妻。（毒を飲む）おお、嘘ではなかったぞ、薬屋、
　おまえの薬はよくきいた。こう口づけをしておれは死ぬ。（第5幕第3場）
ジュリエット　　　　　　　　　　　　　　　 おお、ありがたい剣。
　この胸がおまえの鞘。（刺す）そこにお眠り、そして私を死なして。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロミオに折りかさなって、死ぬ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （O happy dagger,
　This is thy sheath; [Stubbs herself] there rust, and let me die.）（Italics mine.）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同）
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　つぎに、『アーサー王物語』において31か条にまとめられた恋の掟と『ロミ
オとジュリエット』に描かれた恋愛との比較をしてこの項をおわりとする。
　『ロミオとジュリエット』にかかわる掟としては次のものが関係するだろう。
14．容易に獲得された恋は価値がなく ､ 獲得の困難な恋こそ価値がある。
　モンタギュー家とキャピュレット家という憎しみ合う両家の間にあっては
二人の恋はとても認められるものではない。それにもかかわらず成就された
二人の恋は、獲得困難なひじょうに価値あるものということができよう。
16．愛する女性を突然目にすると、恋人の胸は高鳴る。
　パーティーが終わり ､ 塀を乗り越えてキャピュレット家の庭に忍び込んだ
ロミオの目に突然映ったものはバルコニーにたたずむジュリエットの姿で
あった。
まて、あの窓からさしそめる光はなに？
むこうは東、とすればジュリエットは太陽。
……
あなたはぼくのもの、おお、ぼくの恋人！
あの人にこの心通じてくれ！ （第2幕第2場）
ここに見るのは、掟どおりに愛するジュリエットを突然目にして胸の高鳴る
ロミオの姿である。
17．新しい恋は古い恋を追放する。
　これは先述のごとく、ロミオの恋がロザラインからジュリエットに移り
変ったことと合致する。
　以上3項目が、『ロミオとジュリエット』に描かれた恋愛と合致する。
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『オセロー』
　第5幕第2場、妻デズデモーナへの自分の疑いがすべてイアーゴーの謀で
あったことを知ったオセローは、この事件をヴェニス政府に報告するロド
ヴィーコーに次のように言う。
しばらく、去られる前にほんのひとこと。
……
　　　　　　　　　ただ一つ、お願いしたい、
あなたがこの不幸な出来事を報告されるとき、
ありのままの私をお伝えいただきたい、いささかもかばったり、
あるいは悪意をまじえたりぜずに願いたい。つまり、
愚かにではあるがあまりにも深く愛した男であった、
容易に嫉妬にかられはせぬのに、たぶらかされて
極度に乱心した男であった……
　　　　　　　　　（Then must you speak 
Of one that loved not wisely, but too well;
Of one not easily jealous but, being wrought,
Perplexed in the extreme....）（Italics mine.）6
ここでオセロー自らが言っているように、オセローのデズデモーナへの愛は
「分別」を欠き ､ 極度な乱心に至った情熱愛であった。
　いっぽう、デズデモーナのオセローへの愛はどうであろうか。デズデモー
ナは父親がオセローを自宅に招き ､ 戦いや冒険などの身の上話を聞くそのそ
ばに陣取りむさぼるようにその話に耳を傾けた。オセローの話が終わると、
「何度も深いため息をついて、不思議な想像を絶する不思議な話だ、あわれ
な、ほんとうにあわれな物語だ」と言い、彼女はオセローの経てきた危険の
ゆえにオセローを愛した。また ､ オセローもそれをあわれんでくれるゆえに
デズデモーナを愛したのである。（第1幕第3場）そして二人はこの父権制の堅
固な時代に父親ブラバンショーの許可もなく秘密に結婚する。父親ブラバン
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ショーはそれがもとで死ぬ。（第5幕第2場）
　このように、オセローとデズデモーナの恋愛も、分別を欠いた「死に至る
病としての情熱恋愛」であったことは明白であろう。
　つぎに、『ロミオとジュリエット』の場合と同じく、『アーサー王物語』に
おいて31か条にまとめられた恋の掟と『オセロー』に描かれた恋愛との比較
をし、この項をおわりとする。
　『オセロー』にかかわる掟としては次のものが関係するだろう。
2．嫉妬心のない者は恋することができない。
　われわれは『オセロー』を読むときに彼の「嫉妬」を否定的にとらえがち
である。いや、われわれだけでなく、デズデモーナも「嫉妬」を否定的にと
らえている。オセローから貰ったハンカチをなくしてしまったデズデモーナ
はこんなふうに言う。
ほんと、金貨のいっぱいつまった財布をなくしたほうが
どんなによかったことか。私の主人は心もすなおで
嫉妬深い人の卑しさがないからいいようなものの、
でなかったらあれをなくしただけでどう思われても
しようがなかったわ。  （第3幕第4場）
中世宮廷風恋愛の掟では「嫉妬」は恋愛の必須事項なのである。「嫉妬」につ
いての関連項目はさらに続く。
22．愛する女性を疑うとき、嫉妬が増し、その結果恋も増す。
28．ほんのささいな憶測から恋する人は愛しい人に疑いをいだく。
　これらの掟を鑑みると、オセローの「嫉妬」について、われわれのいまま
での否定一辺倒の解釈は考え直す必要があるのではなかろうか。
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『アントニーとクレオパトラ』
　アントニーの妻ファルヴィアは本国でシーザーに刃向かい殺される。アン
トニーはそのために一時エジプトからローマへ帰国する。ローマに帰国した
アントニーを待つものは、国政安定のため妻の刃向かったシーザーの姉オク
テーヴィアとの結婚であった。かくして「美徳の鑑」（第3幕第2場）オクテー
ヴィアはシーザーとアントニーの友情の絆の役割を負わされる。アントニー
はオクテーヴィアをともなってふたたびエジプトへむかう。クレオパトラの
待つエジプトへ。
　アントニーは開幕早々クレオパトラを胸に抱き ､ こう言う。
ローマなどタイバー河に飲まれてしまうがいい！
世界をまたぐ帝国の広大なアーチも崩れ落ちるがいい！
おれの宇宙はここにある。
王国など土くれにすぎぬ、
汚らわしい大地は畜生も人間もひとしく養い育てる、
人生の尊さはこうすることにある。（彼女を抱く）
（Let Rome in Tiber melt and the wide arch
Of the ranged empire fall!  Here is my space.
Kingdoms are clay; our dungy earth alike
Feeds beast as man.  The nobleness of life
Is to do thus....）（Italics mine.） （第1幕第1場）7
このアントニーの言葉に嘘はなく ､ オクテーヴィアとの結婚もシーザーとの
うわべの和解のための策略に過ぎないことは明白であろう。そのオクテー
ヴィアをつれてエジプトへアントニーは帰って行くのだ。そこにあるのは、
水野の言う「死に至る病としての情熱恋愛」以外のなにものでもない。アン
トニーとクレオパトラは、定石通り、その愛と死に向かう。
アントニー　おれは死ぬぞ、エジプトの女王、死んでいくぞ、
　ただ、死神にしばしの猶予を乞い、幾千たびかさねた
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　口づけの、最後の悲しい口づけを、おまえの唇に
　しるしていきたいのだ。 （第4幕第15場）
クレオパトラ　麻薬のように甘く、空気のようにそっと、やさしく―――
　おお、アントニー！　（死ぬ） （第5幕第2場）
　つぎに、『アーサー王物語』において31か条にまとめられた恋の掟と『アント
ニーとクレオパトラ』に描かれた恋愛との比較をし、この項をおわりとする。
　『アントニーとクレオパトラ』にかかわる掟としては次のものが関係するだ
ろう。
1．結婚は恋の妨げにならない。
　アントニーは、まず最初にファルヴィアを妻とし ､ 彼女亡き後はシーザー
の姉オクテーヴィアを妻とした。しかし、彼のクレオパトラへの愛にはこれ
らの結婚はなんの妨げともなっていない。
2．恋する男性の思いはすべて愛しい女性への思いへといたる。
　シーザーに戦いを挑まれたアントニーは戦場に赴くが ､ クレオパトラも同
行する。しかし、クレオパトラが退散するとそれについてアントニーもエジ
プトへ逃げ帰る。アントニーはクレオパトラを責めてこう言う。
　　　　　　　　　　おまえは知っていたはずだ、
おまえがどこまでおれを征服したかということを、
またおれの剣が愛ゆえにもろくなり、なにごとであれ
愛の言いなりになることを。 （第3幕第12場）
おわりに
　OED にあるように、16、7世紀においては ､ “die”は“To experience a sexual 
orgasm.”を意味した。したがって、ジュリエットの最期の言葉“O happy 
dagger, / This is thy sheath; [Stubbs herself] there rust, and let me die.”もその意味
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を込めて読まなければならない。そうであれば、“dagger”はロミオの性器を
意味し ､ 短剣を刺す「鞘」という彼女の胸は彼女の性器を意味する。“rust”
と言うからには、短剣は永遠に刺されたままであるはずで ､ ここで示される
イメジは、ちょうど日本の映画『失楽園』のエンディングと同じく ､ 永遠の
愛の結合を思わせる。
　しかし、「愛」と「死」が同義であることが中世においてもそうであった
ことは、すでに見た『トリスタンとイゾルデ』の物語が語るところである―
―「あなたがたは愛と死とを飲んでしまわれたのでございますもの！」ただ、
こうしてその『トリスタンとイゾルデ』の情熱愛の伝統の流れの中に近代の
「愛」と「死」の実際の姿を置いて見るときわれわれが気づくのは、同じ「愛」
と「死」の情熱愛でありながらも中世におけるものがより精神的であるのに
対して ､ 近代以降のものはより肉体的であるということである。そこに、中
世と近代の差を発見するのである。
注
1． 『トリスタン・イズー物語』、65頁。
2． 参考：
 不倫という行為に対して拒否感はなかった。それをエゴというには彼女は家族を愛し
すぎている。最後の恋は美しかった。23の若さで死んでしまうことを思えば、穏やか
な家族愛と燃えるような恋も両方手に入れたい、という最後のわがままを責めること
はできない。それに彼女は、自分の死後夫も子供も自分以外の女性を愛することを望
んでいる。自分が泡のように消えることを恐れず、後に残された者の幸せを願い、切
なく美しいラストダンスで人生の最後を飾る。潔いと思った。
 普通によかった。したい事の一つとして浮気は最初いただけないと思いましたが、観
終わった後で、17歳で初恋の人と結婚＆出産して23歳で残りの2、3ヶ月の命の人間と
して結構普通なんじゃないかと気づきました。
 死ぬと判って初めて普通のことが生きている喜びなのだと気付くのは目新しくありま
せんが、彼女が望むことはどれも素朴なものばかりでリアルでした。ただ、夫以外の
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男を巡る「目標」だけは共感できませんでした。この辺は男女の感じ方の違いなので
しょう。ラストも変にきれいにまとめてないのが良かったです。
 
 家庭があり、可愛い子供がいて、頼りないけれど愛してくれる夫がいて…
 こんな環境で死を宣告されたならば、私は他に男を探そう何て思えません。
 いくら不満がある人生だったとしても、死ぬとわかれば尚更大切にしたくなる…
 それが普通の母親の心理では無いでしょうか。
 正直アンの行動には、賛否の分かれるものもあると思うが、これまでのあまり恵まれ
たとはいえない自分の人生を後悔する事もなく、残された期間に、普通の人達の多く
が経験したりこれから経験するようなこと（異性のとの極普通の恋愛経験や、子供の
成長を見守ること）のほんのいくつかのことをなそうとする姿は、あまり責めようと
いう気にはなれなかった。
 夫しか知らなかったアンが、死ぬ前に他の人と恋愛してみたいという気持ちは良く分
かるけど、あまりに堂々としていて全く罪悪感がないのが嫌でした。
 この映画は、好きな映画ベスト3に入るくらい好きになりました。
 主演のサラ・ポーリーの演技には感動しました。「透明感のある」という表現が適切か
どうかはわかりませんが、サラも映画自体もとてもきれいな印象を持ちました。
 「だんな以外の男性と恋をしてみる」というのも、共感できました。17歳で妊娠した結
婚し、だんな以外の男性を知らないのなら、そのような項目がでてくるのも当然だと
思います。
 主演のサラ・ポーリーが説得力のある演技を見せる。死を前にして動揺や懊悩を抱え
ながらも決して人前では乱れない二四歳の女、という極めて難しい役どころをナチュ
ラルに演じきる技量には脱帽である。「死ぬまでにしたいこと」の中に「（夫以外の男
と）恋をする」という項目が含まれ、それが実践されてしまうところに不快感を覚え
るオーディエンスも少なくないのだろうが、個人的には「あり」だと感じた。なぜ、
「あり」と感じたのかは分からない。分からないが、一つだけ確かに言えるのは、「生
き方」「死に方」に理想のマニュアルなどはないということ。佳作。
 （2007/01/18 <http://www.allcinema.net/prog/show_c.php?num_c=241920>）
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3． 引用は小田島による。原文引用は Evans による。
4． ロミオのロザラインへの愛は一般的には「ペトラルカ風の愛」と解釈され ､「後にく
るロミオとジュリエットの愛を定義するための対象物として置かれたものである」（岩
崎 44）とされる。
5． “Diana’s wisdom （in eschewing love）．”（Evans，63n）
6． 引用は小田島による。原文引用は Sanders による。
7． 引用は小田島による。原文引用は Bevington による。
参考文献
Evans, Blakemore G. ed. Romeo and Juliet. Cambridge: Cambridge UP, 1989.
Sanders, Norman. ed. Othello. Cambridge: Cambridge UP, 2003.
Bevington, David. ed. Antony and Cleopatra. Cambridge: Cambridge UP, 2005.
岩崎宗治『シェイクスピアのイコノロジー』三省堂、1994年。
オウィディウス『恋の技法』樋口勝彦訳、平凡社、1995年。
カペルラヌス、アンドレアス著、ジョン・シェイ・パリ偏『宮廷風恋愛の技術』野島秀勝
訳、法政大学出版局、1990年。
カペルラーヌス、アンドレーアース『宮廷風恋愛について　ヨーロッパ中世の恋愛指南書』
瀬谷幸雄訳、南雲堂、1993年。
河合祥一郎『シェイクスピアの男と女』中央公論新社、2006年。
カーン、スティーヴン『愛の文化史』上、下　斉藤・青木訳、法政大学出版局、1998年。
コイシェ、イザベル監督『死ぬまでにしたい10のこと（My Life without Me）』（映画）ペ
ドロ・アルモドバル、アグスティン・アルモドバル、オグデン・ガヴァンスキ製作総
指揮、2002年。
作田敬一「文学・芸術におけるエロスとタナトス」『文学と芸術の社会学』8　井上・上野
他偏、岩波書店、1997年。
シェイクスピア、W．『ロミオとジュリエット』小田島雄志訳、白水社、1983年。
―『オセロー』小田島雄志訳、白水社、1983年。
―『アントニーとクレオパトラ』小田島雄志訳、白水社、1983年。
シュトラ スーブルク、ゴットフリ トー『トリスタンとイゾルデ』石川敬三訳、郁文堂、1992年。
朱雀成子『愛と性の政治学－シェイクスピアをジェンダーで読む－』九州大学出版会、2006年。
高橋康成『エクスタシーの系譜』あぽろん社、1966年。
チャンパイ、アッティラ、ティートマル・ホラント偏『ワーグナー　トリスタンとイゾルデ』
256
音楽の友社、1990年。
バーバー、リチャード『アーサー王　その歴史と伝説』高宮利行訳、東京書籍 ､ 1983年。
ブラウン、N・O『エロスとタナトス』秋山さとこ訳、竹内書店、1970年。
ベディエ偏『トリスタン・イズー物語』佐藤輝夫訳 ､ 岩波文庫、2005年。
ブルフィンチ、トマス『新訳アーサー王物語』大久保博訳、角川文庫、2004年。
水野　尚『恋愛の誕生　12世紀フランス文学散歩』京都大学学術出版会、2006年。
森田芳光監督『失楽園』（映画）角川歴彦製作総指揮、1997年。
ラフィット＝ウサ、J．『恋愛評定』正木　喬訳 ､　白水社、1960年。
ルージュモン、ドニ・ド『愛について－エロスとアガペ』鈴木・川村訳、岩波書店、1970年。
